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＜報道関係各位＞                               2021 年 11 月 29 日

                                       大阪経済大学 

 

大阪経済大学 2021 年度 大樟春秋会寄附講座  

共通特殊講義「社会課題解決に向けた挑戦」 取材のご案内 

2021 年 12 月 3 日（金）、17（金）、2022 年 1 月 7 日（金）、21（金）各日 12：50～16：05 

 

大阪経済大学（学長：山本俊一郎／所在：大阪市東淀川区大隅 2-2-8）は、大樟春秋会寄附講座 共通

特殊講義「社会課題解決に向けた挑戦」を、2021 年度秋学期より開講しています。 

後半の講座テーマと講師をご案内しますので、是非ご取材いただきたくご案内申し上げます。 

 

 本講義は、企業経営に携わる卒業生で組織された同窓会「大樟春秋会」から支援を受け、未来の経営

者を育成することを目指した産学連携事業です。山本俊一郎学長が担当教員を務め、社会課題に取り組

む様々な分野のゲスト講師を招いた講義と対談で構成する講座となっています。 

 

環境問題がますます深刻化し、地球温暖化の抑制が喫緊の課題となる現在、新たな価値を生み出す

「共創」が重要となっています。このような問題意識を踏まえ、境界部分で二項対立思考の罠から抜け

出し、問題解決に向けた活動に取り組む人々を招き、学生にも質疑応答など積極的に議論に参加しても

らいながら、各テーマを深堀りしていきます。 

 

■講義スケジュール 

日時 概要・テーマ 講師 (敬称略) 

2021 年 12 月 3 日(金) 
(3 限)12:50～14:20  
(4 限)14:35～16:05 

都市か農村か 都市も農村も 
「里山資本主義」 

（株）日本総合研究所調査部 
主席研究員 藻谷 浩介 

2021 年 12 月 17 日(金) 
(3 限)12:50～14:20  
(4 限)14:35～16:05 

伝統か技術か、技術も伝統も 
「農業×IT で業界に変革」 

ベジタリア（株） 
代表取締役社長 小池 聡 

2022 年 1 月 7 日(金) 
(3 限)12:50～14:20  
(4 限)14:35～16:05 

一般か専門か、専門も一般も 
「人と人、人ともの、 
人と社会、人と社会をつなぐ共用品」 

（公財）共用品推進機構  
専務理事 星川安之  
 

2022 年 1 月 21 日（金）
(3 限)12:50～14:20  
(4 限)14:35～16:05 

「社会課題とは何か」 
涌井 史郎（造園家）、 
大和リース（株）代表取締役会長 森田 俊作 
大阪経済大学学長 山本 俊一郎 

 

■場 所：大阪経済大学 大隅キャンパス D12 教室（住所：大阪市東淀川区大隅 2-2-8） 

OsakaMetro 今里筋線「瑞光四丁目」駅下車 徒歩約 2 分、 

阪急京都線「上新庄」駅下車徒歩約 15 分、大阪シティバス「大阪経大前」「大阪経大正門」下車すぐ 

■受講者：学生 50 名(対面)および大樟春秋会会員(web) 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

大阪経済大学 経営企画部広報課 高濱 ℡：06‐6328‐2431  Mail: kouhou@osaka-ue.ac.jp 
大阪経済大学 広報デスク（ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾎﾞｰﾄ内）福嶋・山村 ℡：06‐4391‐7156 

https://www.osaka-ue.ac.jp  

 

 

 

 

 

※ご取材をいただける方は前日までに、上記広報デスクまで、添付のＦＡＸ返信用紙などでご連絡願います。 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
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講師プロフィール 
 

藻谷 浩介（もたに こうすけ）氏 
平成合併前 3,200 市町村のすべて、海外 114 ヶ国を自費で訪問し地域特性を多面的に

把握。地域振興、人口成熟問題、観光振興などに関し、精力的に研究･著作･講演を行

う。2012 年より現職。 

 

 

 

 

 

 

 

小池 聡（こいけ さとし）氏 
iSi電通アメリカ副社長を経てNetyear Groupを創業。1990年代は米国でベンチャーキ

ャピタリストとして活動。社会人向けマネジメントスクール東京大学EMP修了後の2009

年に食と農業に関心を持ち就農。2010年ベジタリア（株）を設立。 

 

 

 

 

 

 

 

星川 安之（ほしかわ やすゆき）氏 
1980年トミー工業株式会社（現タカラトミー）に入社後、障がいのある子どもたちが遊

べる玩具開発に携わり、目の不自由な子どもたちの玩具の開発を行った後、1991年に企

業人やデザイナー、主婦や学生、障がいのある人とともに「バリアフリー社会の実現」

という目的のもとで任意団体を発足。1999年障がいの有無や年齢の高低に関わりなく、

より多くの人が使いやすい製品、施設、サービスを開発する「財団法人共用品推進機

構」を設立、2012年に公益財団法人資格を取得した。 

 

 

 

 

 
涌井 史郎（わくい しろう）氏 

造園・ランドスケープアーキテクトとして「景観十年、風景百年、風土千年」と唱え、

人と自然の空間的共存をテーマに多くの作品や計画に携わっている。代表的な仕事には

「ハウステンボス」のランドスケーププランニングや「愛地球博」における会場演出総

合プロデューサーがあり、その会場計画や記念庭園の監修に携わっている。今という時

代を「農業革命」「産業革命」に次ぐ人類第三の革命「環境革命」の時代と捉え、地球

環境問題、とりわけ生態系サービス（生物多様性）を重視した人と自然の共生を目指し

た持続的未来に向けた戦略的方向を探りつつ、「地球は限りある囲われたエデン」であ

ると説く。 

 

 

 

 

 

【ＦＡＸ返信先：０６－４３９３－８２１６】 

・地域エコノミスト ・(株)日本総合研究所調査部主席研究員 
・(株)日本政策投資銀行 地域企画部 特任顧問 (非常勤） 
【著書】 
・「しなやかな日本列島のつくりかた」 
・「里山資本主義」 
・「進化する里山資本主義」（監修） 
・「東京脱出論」 

・ベジタリア(株) 代表取締役社長 
・文部科学省革新的イノベーション創造プログラム構造化チーム委員 
・文部科学省「卓越大学院プログラム」委員 
・経済産業省「グローバル・ネットワーク協議会」グローバルコーディネーター 
・東京商工会議所（渋谷）副会長 
・(公社)ベトナム協会理事 ・(公財)日本ユースリーダー協会監事 

・(公財)共用品推進機構 専務理事 
【著書】 
・「障害者とともに働く」  
・「共用品という思想－デザインの標準化をめざして」 

・造園家 ・(株)東急不動産ホールディングス アドバイザリーボード委員 
・岐阜県立森林文化アカデミー学長 ・東京農業大学客員教授など  
【著書】 
・「景観創造のデザインデベロップメント」 ・「景観から見た日本の心」 
・「なぜ一本の松だけが生き残ったのか 奇跡と希望の松」 
【受賞歴】 
東京農業大学「造園大賞」/ 日本造園学会「日本造園学会賞」 
日本造園修景協会「下山奨励賞」 / 佐藤国際交流賞 / 国土交通大臣表彰 / 黄綬褒章 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
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森田 俊作（もりた しゅんさく）氏 
1979 年大和工商リース（現 大和リース）に入社する。1997 年取締役に就任し、事業開

発部長・集合住宅事業部長を担当。2002 年 取締役を退任。2004 年取締役に再任後、規

格建築事業部長、2006 年流通建築リース事業部長を歴任し、2008 年代表取締役社長に

就任。歴代の社長は大和ハウス工業出身者などが務めてきたが、大和リースでは初めて

プロパーから社長に就任した。 

 

 

 
 

  

・大和リース（株）代表取締役会長 
・1979 年 大阪経済大学経済学部卒業 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
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【ＦＡＸ返信先：０６－４３９３－８２１６】 
 

≪ＦＡＸ返信用紙≫ 

大阪経済大学 広報デスク 

(プランニング・ボート内) 福嶋・山村 宛 

 

 

大阪経済大学 2021 年度 大樟春秋会寄附講座  

共通特殊講義「社会課題解決に向けた挑戦」  

 
□ ご取材 

□12/3(金) 12：50～16：05 
都市か農村か 都市も農村も「里山資本主義」藻谷 浩介氏(（株）日本総合研究所調査部主席研究員) 

 
□12/17(金)12：50～16：05  
伝統か技術か、技術も伝統も「農業×IT で業界に変革」  

小池聡氏（ベジタリア（株）代表取締役社長) 
 
□1/7(金)12：50～16：05  
一般か専門か、専門も一般も「人と人、人ともの、人と社会、人と社会をつなぐ共用品」 

星川 安之氏（（公財）共用品推進機構 専務理事） 
 
□1/21(金) 12：50～16：05 「社会問題とは何か」 
涌井 史郎氏（造園家）、山本 俊一郎（学長）、森田 俊作氏（大和リース（株）代表取締役会長） 
 

媒体名  

御社名  

部署名  

ご芳名 
                        

 他       名様 

連絡先 ＴＥＬ ＦＡＸ 

 

≪備考欄≫ ご取材につきご要望・ご質問等ございましたら、ご記入願います。 

 

 

 

 

 

 

 
※ご取材をいただける方は前日までに、上記広報デスクまで、添付のＦＡＸ返信用紙などでご連絡願います 

http://www.osaka-ue.ac.jp/

